
美術館の催し

講演会「11ぴきのねこ」と馬場のぼる先生
—本物のユーモアを求めて—

　人間を優しく見つめていた馬場さんが求めた笑いと
は。たくさんの絵本を一緒に出版してきた元編集長に
お話しいただきます。
時　9月17日㈯　13時30分～15時（13時開場）
場　中央図書館3階大会議室
講　関谷裕子氏（こぐま社元編集長）
定　100人（先着順）
申　8月20日㈯12時から電話（23-1636）で美術館へ。

まるごと馬場のぼる展
描いた つくった 楽しんだ ニャゴ！

入場料割引券
一般　1,000円→900円　　学生　800円→700円

※本券を美術館受付へ　　  ※1枚につき2人まで利用可 
  ※他の割引との併用不可　※コピー不可　　　　　　　

子どもと楽しむ絵本ひろば
　言葉とリズムで遊びながら馬場絵本などに触れるひ
ととき。子どもは楽しみ、大人は学べる。赤ちゃんも
どうぞ。
時　10月18日㈫・25日㈫　10時～10時20分
場　中央図書館１階おはなしコーナー
講　名古屋柳城女子大学こども学部3年生、
　　村田康常氏（同大学教授）
対　乳幼児と保護者　
定　12組程度　※当日先着順

人形劇団クラルテ「11ぴきのねことへんなねこ」
　ねこたちが魚釣りをしていると、怪しげな水玉模様のねこが
通りかかり、みんなでこっそり後をつけていくと…。
　馬場絵本を原作にした、親子で楽しめる人形劇です。
時　10月30日㈰　15時（14時15分開場）
場　総合文化センター大ホール
￥　2,000円　※全席指定
※3歳未満膝上鑑賞無料（座席が必要な場合は有料）
※ チケット（半券も可）の提示で馬場のぼる展入場料が200円

引きになります（1枚につき1人1回限り有効・他の割引との
併用不可）。
一般発売日　8月21日㈰　10時
チケット販売所
▶総合文化センター窓口（10時～21時）
▶総合文化センター
▶観光案内所　ほか

問　総合文化センター（☎21-7430） 　馬場さんの故郷である青森県三戸町から
ねこがやってきます。一緒に写真撮影しま
しょう。
※日時などの詳細は市 をご覧ください。

　ほのぼのとした作風の漫画や絵本「11ぴきのねこ」シリーズで知られる馬場のぼる（1927-
2001年）。本展では、初期から晩年までの代表的な漫画や絵本の原画類はもちろん、書籍や
雑誌付録などの資料、制作過程や卓越した観察眼を伝えるスケッチ類、ねこの一枚絵や立体作
品、さらに少年時代の作品なども展示。人を和ませる“いい笑い”を半世紀にわたって贈り続
けた漫画家の全貌に約500点の作品や資料で迫ります。
￥　1,000円（学生800円）
※中学生以下無料
※身体障害者、精神障害者保健福祉、療育の各手帳所持者および付き添

いの人（1人）は入場無料。入館の際に手帳を提示してください（ミラ
イロID可）。

問　美術館（☎23-1636）　ID　1010996

　新型コロナウイルス感染症の影響によっては変更に
なる場合があります。来館前に市 ・美術館ツイッタ
ーで最新情報を確認してください。

▲ツイッター

©Noboru Baba

　展覧会限定な
どかわいいグッズ
が盛りだくさん。
※販売数に限りの

ある商品があり
ます。品切れの
際はご容赦くだ
さい。

9月17日㈯～11月６日㈰
開館時間　9時～17時（入館は16時30分まで）
休館日　月曜（9月19日、10月10日は開館）、9月20日㈫、10月11日㈫

ころっけらいおん『現代漫画
第2期4　馬場のぼる集』原画
1970年

ブウタン『幼年ブック』
1954年9月号原画

『11ぴきのねことあほうどり』リトグラフ
（色校用）　1972年　こぐま社蔵

自画像

会期中のイベント ID　1010997

グッズ販売

※ その他のイベントや最新情報は市 ・美術館ツイッターを
確認してください。

「11ぴきのねこ」の
お出迎えニャゴ！
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